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#2.34 体現形の識別子 

 体現形の識別子は、エレメントである。 

体現形の識別子は、コア・エレメントである。複数の識別子が存在する場合は、国際標準

の識別子がコア・エレメントである。 

#2.34.0 通則 

#2.34.0.1 記録の範囲 

体現形の識別子は、その体現形と結びつけられ、他の体現形との判別を可能とする文字

列および（または）番号である。資料の体現形に付与された ISBN、ISSN 等の国際標準

番号、出版者等による番号、公文書館等が独自の体系に基づき割り当てた番号等がある。

出版者等による番号には、録音・映像資料の発売番号（参照: #2.34.0.6を見よ。）、楽譜の

出版者番号およびプレート番号（参照: #2.34.1、#2.34.2 を見よ。）を含む。 

複数の識別子が存在し、そのなかに国際標準の識別子がある場合は、国際標準の識別子

を優先する。その他の識別子は任意で追加する。 

（参照: 標準的なインターネット・ブラウザを用いて、資料にオンライン・アクセスする

ための識別子については、#2.39 を見よ。） 

#2.34.0.2 エレメント・サブタイプ（楽譜） 

 体現形の識別子には、楽譜について、次のエレメント・サブタイプがある。 

a) 楽譜の出版者番号（参照: #2.34.1 を見よ。） 

b) 楽譜のプレート番号（参照: #2.34.2 を見よ。） 

#2.34.0.3 情報源 

 体現形の識別子は、どの情報源に基づいて記録してもよい。 

#2.34.0.4 記録の方法 

体現形の識別子に定められた表示形式（ISBN、ISSN、ISMN等）がある場合は、その

形式に従って記録する。 

ISBN 978-4-8204-0602-0 

ISBN 4-8204-0602-7 

ISSN 0385-4000 

ISMN 979-0-69200-628-2 

doi: 10.1241/johokanri.55.383 

（逐次刊行物「情報管理」の 1 記事に対する DOI（デジタル・オブジェクト識別

子）） 

体現形の識別子に定められた表示形式がない場合は、情報源に表示されているとおりに

記録する。容易に判明する場合は、必要に応じて、管理主体の商号または名称、識別子の

種類を特定できる語句等に続けて、識別子を記録する。 

全国書誌番号 21061415 

European Commission: CA-23-99-031-EN-C 
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 識別またはアクセスに重要な場合は、体現形の識別子に関する詳細を注記として記録す

る。 

（参照: #2.41.13.2.1 を見よ。） 

#2.34.0.4.1 全体と部分に対する識別子 

複数の部分から成る資料が、全体に対する識別子と部分に対する識別子の双方をもつ場

合に、全体を記述対象とするときは、全体に対する識別子を記録する。 

ISBN 4-477-00376-5 (セット) 

   （全 3 巻から構成される資料の全体に対する ISBN） 

一つの部分のみを記述対象とするときは、その部分に対する識別子を記録する。 

#2.34.0.4.1 全体と部分に対する識別子  任意追加 

全体に対する識別子と部分に対する識別子の双方を記録する。必要に応じて、

#2.34.0.4.3 に従って、限定語を付加する。 

   ISBN 978-4-284-10193-6 (セット) 

      ISBN 978-4-284-10194-3 (第 1 巻) 

      ISBN 978-4-284-10195-0 (第 2 巻) 

      ISBN 978-4-284-10196-7 (第 3 巻) 

   （全体を記述対象とするとき） 

    ISBN 978-4-284-20236-7 

ISBN 978-4-284-20235-0 (セット) 

   （一つの部分のみを記述対象とするとき） 

ただし、部分に対する識別子が 4 以上の場合は、最初と最後の識別子のみを記録し、他

は省略することができる。識別子が連続しているときは、最初と最後の識別子をハイフン

で結ぶ。連続していないときは、スラッシュで区切る。 

#2.34.0.4.2 不正確な識別子 

資料に表示されている識別子が不正確であることが判明している場合は、表示されてい

るとおりに番号を記録し、続けて、文字列および（または）番号が次のいずれかであるこ

とを示す語句を付加する。 

a) 不正確である 

b) 取り消されている 

c) 無効である 

ISBN 978-4-902319-02-0 (エラーコード) 

ISSN 0891-4746 (エラーコード) 

ISBN 0-87068-430-2 (invalid) 

ISSN 1891-4755 (incorrect) 

#2.34.0.4.3 限定語 

記述対象に同一の体現形に対する同種の識別子が複数表示されている場合に、識別に重
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要なときは、簡略な限定語を付加する。 

ISBN 9789525889093 (Finland) 

ISBN 9789197135160 (Sweden) 

（情報源に出版国によって異なる ISBNが併記されている） 

記述対象に一つの識別子しか表示されていない場合でも、識別に重要なときは、刊行形

態を示す限定語を付加する。 

ISBN 978-4-9905587-2-7 (ペーパーバック) 

ISBN 978-4-8419-3079-5 (上製) 

ISBN 978-4-8419-3080-1 (並製) 

ISBN 9784501955809 (eISBN) 

ISBN 978-4-540-00008-9 (加除式) 

ISBN 978-981-236-888-1 (loose-leaf) 

ISSN 1881-6096 (Print) 

ISSN 1334-8129 (Online) 

  記述対象の一部に対して付与された識別子を記録する場合は、各識別子の後に、対象部

分を示す限定語を付加する。 

ISBN 4-469-03081-3 (上巻) 

ISBN 4-469-03084-8 (索引) 

装丁の相違等、記述対象に体現形によって異なる同種の識別子が表示され、それらをと

もに記録する場合は、必要に応じて、簡略な限定語を付加する。 

ISBN 1-55608-030-1 (ハードカバー) 

ISBN 1-55608-031-X (ペーパーバック) 

（情報源に装丁によって異なる ISBN が併記されている。記述対象はハードカバ

ーだが、異なる体現形であるペーパーバックの ISBN をあわせて記録する例） 

#2.34.0.5 複製 

複製については、原資料ではなく、複製物自体の識別子を記録する。原資料の識別子

は、原資料の体現形または個別資料の識別子として記録する。 

#2.34.0.6 録音・映像資料の発売番号 

 発売番号は、出版者等が付与した文字列・番号を、情報源に表示されているとおりに記

録する。レーベルがある場合は、これを含めて記録する。 

CBS/Sony 38DC 54 

Deutsche Grammophon 410 603-2 

Claves 3111-3 (38PO) 

＜#2.34.1～#2.34.2 楽譜の識別子＞ 

#2.34.1 楽譜の出版者番号 

 楽譜の出版者番号は、体現形の識別子のエレメント・サブタイプである。 
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#2.34.1.1 記録の範囲 

楽譜の出版者番号は、出版者が楽譜に付与する識別子である。通常はタイトル・ペー

ジ、カバー、最初のページにのみ表示されている。 

#2.34.1.2 記録の方法 

楽譜の出版者番号に、出版者を識別するイニシャル、略称、語句がある場合は、それら

を含めて記録する。 

2777 

OGT65 B. & H. 15931 

Edition Peters Nr. 193a 

#2.34.2 楽譜のプレート番号 

 楽譜のプレート番号は、体現形の識別子のエレメント・サブタイプである。 

#2.34.2.1 記録の範囲 

 楽譜のプレート番号は、出版者が楽譜に付与する識別子である。通常は各ページの下部

に、場合によってはタイトル・ページに表示されている。 

#2.34.2.2 記録の方法 

楽譜のプレート番号に、出版者を識別するイニシャル、略称、語句がある場合は、それ

らを含めて記録する。 

W. Ph. V. 105 

BWI00505 

#2.35 入手条件 

入手条件は、エレメントである。 

#2.35.1 記録の範囲 

入手条件は、記述対象に表示されている定価および（または）その入手可能性を示す情

報である。 

#2.35.2 情報源 

入手条件に関する情報は、どの情報源に基づいて記録してもよい。 

#2.35.3 記録の方法 

販売されている資料については、情報源に表示されている価格を、アラビア数字で記録

する。価格は、それを表す語または一般に使用される記号とあわせて記録する。販売され

ていない資料については、入手可能性を示す語句を簡略に記録する。 

2400 円 

（価格であることを表す語を使用した例） 

JPY 950 

USD 32.50 

GBP 8.50 

（ISO 4217 による通貨コードを使用した例） 
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¥3800 

$37.50 

£9.25 per year 

（通貨記号を使用した例） 

非売品レンタル用 

Not for sale, for promotion only 

 入手条件に説明を付加する必要がある場合は、簡略に記録する。 

1000 円 (税込) 

JPY 4000 (初回プレスのみ JPY 3200) 

GBP 2.00 (GBP 1.00 to members) 

#2.36 連絡先情報 

 連絡先情報は、エレメントである。 

#2.36.1 記録の範囲 

連絡先情報は、資料が入手可能な機関等に関する情報である。 

刊行物については、連絡先情報に、資料の出版者・頒布者の名称、住所・アドレス等を

含む。文書、コレクションについては、連絡先情報に、資料を管理する機関の名称、住

所・アドレス等を含む。 

#2.36.2 情報源 

連絡先情報は、どの情報源に基づいて記録してもよい。 

#2.36.3 記録の方法 

#2.36.3.1 刊行物 

資料の入手およびアクセスに重要な場合は、出版者、頒布者等の連絡先を記録する。 

〒104-0033 東京都中央区新川 1-11-14  

http://www.jla.or.jp/ 

#2.36.3.2 文書、コレクション 

文書、コレクションについては、資料を管理する機関の名称と所在地を記録する。アク

セスに重要な場合は、電子メール・アドレス等の連絡先情報を含める。 

国立公文書館 

〒102-0091 東京都千代田区北の丸公園 3-2 

#2.37 アクセス制限 

 アクセス制限は、エレメントである。 

#2.37.1 記録の範囲 

アクセス制限は、資料へのアクセスに関する制限についての情報である。 

アクセス制限は、個別資料の属性にも該当する。 

#2.37.2 情報源 

アクセス制限は、どの情報源に基づいて記録してもよい。 
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#2.37.3 記録の方法 

資料へのあらゆるアクセス制限について、制限の性質や期間を含め、可能な限り具体的

に記録する。制約がないことについては、必要に応じて記録する。 

2014 年以降アクセス可能 

ユーザ名とパスワードによるアクセス制限 

登録機関のみアクセス可能 

アクセス制限中（詳細は管理者に問い合わせのこと） 

#2.38 利用制限 

 利用制限は、エレメントである。 

#2.38.1 記録の範囲 

 利用制限は、複写、出版、展示のような、資料の利用に関する制限についての情報であ

る。 

 利用制限は、個別資料の属性にも該当する。 

#2.38.2 情報源 

利用制限は、どの情報源に基づいて記録してもよい。 

#2.38.3 記録の方法 

資料のあらゆる利用制限について、制限の性質や期間を含め、可能な限り具体的に記録

する。 

付属 CD-ROMの館外貸出不可 

（付属資料の CD-ROMについて、公共図書館の貸出を不可とするために出版者

が与えた資料上の表示に基づく） 

複製および利用には提供者の許諾書が必要 

1 学校内（同一敷地内に限る）フリーライセンス 

非刊行物について、一定の著作権保護期間を有すること、著作権が放棄され自由な利用

が可能であること等、著作権に関して明記された文書を入手可能な場合は、その情報を記

録する。 

#2.39 URL 

 URL は、エレメントである。 

#2.39.1 記録の範囲 

URL は、記述対象であるインターネット上の資料の所在を特定するアドレスであり、標

準的なインターネット・ブラウザを通じて、資料へのオンライン・アクセスを提供するた

めの識別子全般を含む。 

#2.39.2 情報源 

URL は、どの情報源に基づいて記録してもよい。 

#2.39.3 記録の方法 

記述対象のURL を記録する。 
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http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/newsletter/ 

http://hdl.handle.net/2433/8987 

http://dx.doi.org/10.1241/johokanri.55.383 

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2943205 

複数のURL が存在する場合は、データ作成機関の方針に従って、1 または複数の URL

を記録する。 

関連する資料のURL は、関連する体現形の記述の一部として記録する。 

（参照: #43.3 を見よ。） 

#2.39.4 URL の追加、更新、削除 

記述対象のURL が追加または更新された場合は、記録を追加または更新する。 

すでに資料へのアクセスが不可となっている URL は、そのURL に「不正確」または

「incorrect」、「無効」または「invalid」を、丸がっこに入れて付加する。容易に判明す

る場合は、アクセス可能な URLを記録する。 

http://japanese.japan.usembassy.gov/j/tamcj-main.htm (不正確) 

http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/catmanual.html (無効) 

http://disneyworld.go.com/resorts/ (incorrect) 

http://www.humi.keio.ac.jp (invalid) 

#2.40 優先引用形 

 優先引用形は、エレメントである。 

#2.40.1 記録の範囲 

優先引用形は、資料の著作者、出版者、管理者、抄録索引サービス機関などが推奨す

る、当該資料の引用形式である。 

#2.40.2 情報源 

優先引用形は、どの情報源に基づいて記録してもよい。 

#2.40.3 記録の方法 

  優先引用形は、情報源に表示されているとおりの形式で記録する。 

後藤秀昭・岡田真介・楮原京子・杉戸信彦（2015）：1:25,000 都市圏活断層図砺

波平野断層帯とその周辺「高岡」解説書．国土地理院技術資料 D1-No.736，

22p． 

（当該資料に、引用する場合の記載例として表示されている例） 

Doğan Atılgan, Nevzat Özel & Tolga Çakmak (2014) Awareness, Perceptions, 

and Expectations of Academic Librarians in Turkey about Resource 

Description and Access (RDA), Cataloging & Classification Quarterly, 52:6-7, 

660-676, DOI: 10.1080/01639374.2014.945023 

（当該資料に、To cite this article という指示とともに表示されている例） 

Janus Press Archive, Rare Book and Special Collections Division, Library of 
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Congress. 

（米国議会図書館が自館の所蔵資料について記録している例） 

#2.41 体現形に関する注記 

 体現形に関する注記は、エレメントである。 

#2.41.0 通則 

#2.41.0.1 記録の範囲 

体現形に関する注記は、#2.1～#2.13、#2.34～#2.40 の体現形のエレメントとして記録

しなかった、体現形の識別、選択またはアクセスに必要な情報を提供する注記である。

#2.14～#2.33 のキャリアに関するエレメントとして記録しなかった情報については、

#2.42 に従う。 

（参照: 個別資料に関する注記は、#3.6 を見よ。） 

#2.41.0.1.1 エレメント・サブタイプ 

体現形に関する注記には、次のエレメント・サブタイプがある。 

a) タイトルに関する注記（参照: #2.41.1 を見よ。） 

b) 責任表示に関する注記（参照: #2.41.2 を見よ。） 

c) 版表示に関する注記（参照: #2.41.3 を見よ。） 

d) 逐次刊行物の順序表示に関する注記（参照: #2.41.4 を見よ。） 

e) 出版表示に関する注記（参照: #2.41.5 を見よ。） 

f) 頒布表示に関する注記（参照: #2.41.6 を見よ。） 

g) 製作表示に関する注記（参照: #2.41.7 を見よ。） 

h) 非刊行物の制作表示に関する注記（参照: #2.41.8 を見よ。） 

i) 著作権日付に関する注記（参照: #2.41.9 を見よ。） 

j) シリーズ表示に関する注記（参照: #2.41.10 を見よ。） 

k) 刊行頻度に関する注記（参照: #2.41.11 を見よ。） 

l) 識別の基盤に関する注記（参照: #2.41.12 を見よ。） 

m) 体現形の識別子に関する注記（参照: #2.41.13 を見よ。） 

#2.41.0.2 情報源 

体現形に関する注記は、どの情報源に基づいて記録してもよい。 

#2.41.0.3 記録の方法 

 体現形に関する注記について、引用もしくは参照する場合、または注記の内容が記述対

象の一部にのみ該当する場合は、#1.13 に従って記録する。 

#2.41.0.3.1 誤表示に関する注記 

 情報源にある誤表示については、#1.10.11、#1.10.11 別法のどちらを適用するかによっ

て、記録の方法が異なる。#1.10.11 を適用する場合は、そのエレメントとして誤表示をそ

のまま記録し、識別またはアクセスに重要なときに、正しい形について注記として記録す

る。#1.10.11 別法を適用する場合は、そのエレメントとして正しい形に改めたものを記録
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し、識別またはアクセスに重要なときに、誤表示について注記として記録する。 

 タイトルについては#2.41.1.2.3 に、逐次刊行物の順序表示については#2.41.4.2.2 に、

出版表示については#2.41.5.2.2 に、頒布表示については#2.41.6.2.2 に、製作表示につい

ては#2.41.7.2.2 に、非刊行物の制作表示については#2.41.8.2.2 にそれぞれ従う。 

#2.41.0.3.2 体現形に関するその他の注記 

 識別またはアクセスに重要な場合は、資料自体の体現形に関するその他の情報を注記と

して記録する。 

付録: 赤シート 1 枚 

音声ダウンロード QR コードあり 

福澤諭吉生誕 150 年記念復刻出版 

#2.41.1 タイトルに関する注記 

 タイトルに関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.41.1.1 記録の範囲 

タイトルに関する注記とは、次の情報を提供する注記である。 

a) タイトルの情報源（参照: #2.41.1.2.1 を見よ。） 

b) タイトルの変化・削除（参照: #2.41.1.2.2 を見よ。） 

c) タイトルの誤表示（参照: #2.41.1.2.3 を見よ。） 

d) 個別のタイトルを本タイトルに採用した総合タイトルのない資料（参照: 

#2.41.1.2.4 を見よ。） 

e) 和古書・漢籍のタイトル（参照: #2.41.1.2.5 を見よ。） 

f) タイトルに関するその他の情報（参照: #2.41.1.2.6 を見よ。） 

#2.41.1.2 記録の方法 

 タイトルに関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.1.2.1 タイトルの情報源 

 タイトルを#2.0.2.2 で規定する優先情報源以外から採用した場合は、次の規定に従って

情報源を記録する。 

a) 本タイトルの情報源（参照: #2.41.1.2.1.1 を見よ。） 

b) 並列タイトルの情報源（参照: #2.41.1.2.1.2 を見よ。） 

c) その他のタイトルの情報源（参照: #2.41.1.2.1.3 を見よ。） 

オンライン資料については、その資料へのアクセス日付を別の注記として記録する。 

（参照: #2.41.12.2.3 を見よ。） 

#2.41.1.2.1.1 本タイトルの情報源 

 本タイトルを#2.0.2.2 で規定する優先情報源以外から採用した場合は、その情報源を記

録する。また、データ作成者が本タイトルを付与した場合は、その旨を記録する。 

（参照: #2.1.1.1.2、#2.1.1.2.11、#2.1.1.2.11 別法を見よ。） 

本タイトルは PDF のカバーページによる 
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本タイトルは付属解説書のタイトル・ページによる 

本タイトルは『国立国会図書館支部上野図書館所蔵本草関係図書目録』による 

本タイトルはデータ作成機関による 

本タイトルは国立国会図書館による 

（データ作成者の名称を記録した例） 

 本タイトルを#2.0.2.2 で規定する優先情報源から採用した場合でも、必要に応じてその

情報源を記録する。 

本タイトルは奥付による 

本タイトルはタイトル・スクリーンによる 

本タイトルは容器による 

本タイトルはメニューによる 

Caption title 

#2.41.1.2.1.1 本タイトルの情報源 任意省略 

 資料に表示されたタイトルの形が 1 種類の場合は、その情報源を記録しない。 

#2.41.1.2.1.2 並列タイトルの情報源 

 並列タイトルが本タイトルと異なる情報源に表示されている場合に、それが識別または

アクセスに重要なときは、並列タイトルの情報源を記録する。 

（参照: #2.1.2.1.2 を見よ。） 

イタリア語の並列タイトルは表紙による 

#2.41.1.2.1.3 その他のタイトルの情報源 

 識別またはアクセスに重要な場合は、異形タイトルの情報源を記録する。 

（参照: #2.1.9.2 を見よ。） 

    奥付のタイトル: 名古屋市消費生活センター事業概要 

 並列タイトル、タイトル関連情報、並列タイトル関連情報等の異なる形を異形タイトル

として記録した場合に、識別またはアクセスに重要なときは、異なる形が表示されている

部分、巻号、またはイテレーションを記録する。 

（参照: #2.1.9.2 を見よ。） 

    No. 2 以降のタイトル関連情報: 資源エネルギー庁がお届けするエネルギー情報誌 

 先行タイトルが使用されていたイテレーションを記録する。オンライン資料について

は、先行タイトルが見られた日付を記録する。 

（参照: #2.1.5.2 を見よ。） 

先行タイトルの表示期間: 2003-2005 

2001 年までの本タイトル: 破産・和議の実務 

後続タイトルが使用されている巻号または出版日付の範囲（現在も使用されている場合

は、使用を開始した巻号または出版日付）を記録する。 

（参照: #2.1.6.2 を見よ。） 
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後続タイトルは 32 巻 6 号 (平 23. 10)から 

11 号から 13 号までの本タイトル: 公益財団法人土佐山内家宝物資料館年報, 14

号以降の本タイトル: 土佐山内家宝物資料館年報 

#2.41.1.2.2 タイトルの変化・削除 

 タイトルの変化・削除については、次の規定に従って記録する。 

a) タイトルの変化（参照: #2.41.1.2.2.1 を見よ。） 

b) 並列タイトル、タイトル関連情報、並列タイトル関連情報の削除（参照: 

#2.41.1.2.2.2 を見よ。） 

#2.41.1.2.2.1 タイトルの変化 

 本タイトルの変化について、それが頻繁に生じている場合や、識別またはアクセスに重

要でないと判断される場合に、先行タイトルまたは後続タイトルとして記録しなかったと

きは、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については記録しない。 

（参照: #2.1.5.2 任意省略、#2.1.6.2 任意省略を見よ。） 

本タイトルは微細な変更あり 

 並列タイトル、タイトル関連情報、並列タイトル関連情報の変化について、識別または

アクセスに重要でないと判断される場合に、異形タイトルとして記録しなかったときは、

変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については記録しない。 

タイトル関連情報の変更あり 

Subtitle varies 

#2.41.1.2.2.2 並列タイトル、タイトル関連情報、並列タイトル関連情報の削除 

 複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で、並列タイトル、タイトル関連情報、

並列タイトル関連情報の表示がなくなった場合に、識別またはアクセスに重要なときは、

表示が削除された巻号または出版日付が明らかになるように記録する。 

（参照: #2.1.2.3a）、#2.1.3.3a)、#2.1.4.3a)を見よ。） 

英語の並列タイトル関連情報は 15 号まで表示あり 

タイトル関連情報の削除 (Vol. 2 (2013.7.20)-) 

#2.41.1.2.3 タイトルの誤表示 

 誤記、誤植、脱字などがあるタイトルを、表示されているとおりにタイトルのエレメン

トとして記録した場合は、その旨を記録する。 

    正しい本タイトル: 故事熟語ことわざ新解 

    （本タイトル: 故事塾語ことわざ新解） 

 逐次刊行物または更新資料のタイトルに明らかな誤りがあり、正しい形に改めたものを

タイトルのエレメントとして記録した場合は、採用した情報源に表示されている形を記録

する。 

（参照: #2.1.0.4.1 を見よ。） 

1 巻 1 号の本タイトル (誤植): プロフェッショナルがんナーンシグ 
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（本タイトル: プロフェッショナルがんナーシング） 

 誤記、誤植、脱字などを正しい形に改めてタイトルのエレメントとして記録した場合

は、採用した情報源に表示されている形を記録する。 

（参照: #2.1.0.4.1 別法を見よ。） 

タイトル・ページのタイトル (誤植): 故事塾語ことわざ新解 

（本タイトル: 故事熟語ことわざ新解） 

#2.41.1.2.4 個別のタイトルを本タイトルに採用した総合タイトルのない資料 

 総合タイトルがなく、個別のタイトルを本タイトルに採用した場合は、次の規定に従っ

て記録する。 

a) 2 番目以降の個別のタイトルの省略（参照: #2.41.1.2.4.1 を見よ。） 

b) 総合タイトルのない資料のタイトル関連情報（参照: #2.41.1.2.4.2 を見よ。） 

#2.41.1.2.4.1 2 番目以降の個別のタイトルの省略 

採用した情報源の最初に表示された個別のタイトルを本タイトルに採用した場合は、2

番目以降の個別のタイトルを省略した旨を記録する。 

（参照: #2.1.1.2.10 任意省略を見よ。） 

2 番目以降の個別のタイトルは省略 

#2.41.1.2.4.2 総合タイトルのない資料のタイトル関連情報 

すべての個別のタイトルに共通するタイトル関連情報がある場合は、その旨を記録す

る。 

すべてではないが、複数の個別のタイトルに共通するタイトル関連情報がある場合は、

その旨を記録する。 

（参照: #2.1.3.2.4b）、#2.1.3.2.4c）を見よ。） 

すべてのタイトルに共通するタイトル関連情報: 現代語訳 

歎異抄から正法眼蔵までに共通するタイトル関連情報: 注釈付 

#2.41.1.2.5 和古書・漢籍のタイトル 

和古書・漢籍については、#2.0.2.2.1.3 に従って、本タイトルを巻頭以外の情報源から

採用した場合は、その情報源を記録する。 

題簽、外題については、その位置や様式等に関しても、必要に応じてあわせて記録す

る。 

書き題簽、書き外題については、その旨を記録する。 

題簽左肩双辺黄紙「新版絵入 花色紙襲詞」(「新版絵入」は角書) 

外題左肩後補墨書「平家物語巻第一 (～十二)」 

和古書・漢籍の書誌的巻数については、存巻ないし欠巻がある場合は、その詳細を記録

する。 

（参照: #2.1.1.2.12 を見よ。） 

（参照: 優先情報源以外から本タイトルを採用した場合、またはデータ作成者が本タイト
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ルを付与した場合は、#2.41.1.2.1.1 を見よ。） 

存巻: 疏下・牒下 

欠巻: 第 4, 補 

#2.41.1.2.6 タイトルに関するその他の情報 

 識別またはアクセスに重要な場合は、タイトルに関するその他の詳細な情報を記録す

る。 

本タイトルの[ラブ]は記号のハートで表示 

（本タイトル: 直島銭湯 I[ラブ]湯） 

#2.41.2 責任表示に関する注記 

 責任表示に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.41.2.1 記録の範囲 

責任表示に関する注記は、次の情報を提供する注記である。 

a) 資料の知的・芸術的内容への関与があったとされる個人・家族・団体（参照: 

#2.41.2.2.1 を見よ。） 

b) 名称の異なる形（参照: #2.41.2.2.2 を見よ。） 

c) 責任表示に関するその他の情報（参照: #2.41.2.2.3 を見よ。） 

d) 責任表示の変化（参照: #2.41.2.2.4 を見よ。） 

#2.41.2.2 記録の方法 

 責任表示に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.2.2.1 資料の知的・芸術的内容への関与があったとされる個人・家族・団体 

資料の知的・芸術的内容に関する責任を有するか寄与するところがあったとされる個

人・家族・団体について、責任表示のエレメントとして記録しなかった場合は、それを記

録する。 

以前はW.A. モーツァルトの作とされていた 

伝: 菅原孝標女作 

#2.41.2.2.2 名称の異なる形 

個人・家族・団体の名称が、責任表示のエレメントとして記録した形と異なる形でも資

料に表示されている場合に、識別に重要なときは、それを記録する。 

    奥付の責任表示: 倉橋裕紀子 

    （責任表示: 山中裕起子） 

#2.41.2.2.3 責任表示に関するその他の情報 

識別、アクセスまたは選択に重要な場合は、責任表示のエレメントとして記録しなかっ

た個人・家族・団体に関する表示や、責任表示に関するその他の詳細な情報を記録する。 

    編集・制作協力: エフビーアイ・コミュニケーションズ, 森部信次 

監修: チャイナワーク 

総監修: 行天豊雄 
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翻訳監修: 金児昭, 田原沖志, 山田晴信, 沖本美幸 

演奏: 東京クヮルテット (マーティン・ビーヴァー, 池田菊衛 (バイオリン); 磯村

和英 (ビオラ); クライヴ・グリーンスミス (チェロ)) 

表紙の責任表示 (誤植): 奥陸明 

（責任表示: 陸奥明） 

#2.41.2.2.4 責任表示の変化 

責任表示に変化が生じた場合は、次の規定に従って記録する。 

a) 複数巻単行資料、逐次刊行物（参照: #2.41.2.2.4.1 を見よ。） 

b) 更新資料（参照: #2.41.2.2.4.2 を見よ。） 

#2.41.2.2.4.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 

識別またはアクセスに重要な場合は、複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で

生じた、責任表示の変化について記録する。 

（参照: #2.2.0.6 を見よ。） 

3 巻の編者: 広渡俊哉, 那須義次, 坂巻祥孝, 岸田泰則 

編者変遷: 自然科学研究機構岡崎統合事務センター (no. 15-no. 18) 

編集者の変更: 韓国思想講座編輯委員会 (講座 4[1962.8]), 韓国思想研究会 (講座

6[1963.8]〜) 

責任表示の変更: 江戸前 ESD協議会 (8 号[2009.10])→東京海洋大学江戸前 ESD

協議会 (10 号 [2009.12]) 

#2.41.2.2.4.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

（参照: #2.2.0.6 を見よ。） 

   監修者の変更あり 

編者の変更あり 

#2.41.2.2.4.2 更新資料 

識別またはアクセスに重要な場合は、更新資料の変化前の責任表示について記録する。

最新のイテレーションを反映して責任表示を記録から削除した場合に、識別またはアクセ

スに重要なときは、その旨を記録する。 

（参照: #2.2.0.6 を見よ。） 

   平成 18 年 6 月までの編者: 支援費制度研究会, 平成 25 年 3 月までの編者: 障害

者自立支援法研究会 

#2.41.2.2.4.2 更新資料 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については記録し

ない。 

    編者の変更あり 
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#2.41.3 版表示に関する注記 

 版表示に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.41.3.1 記録の範囲 

版表示に関する注記は、次の情報を提供する注記である。 

a) 資料外からの採用（参照: #2.41.3.2.1 を見よ。） 

b) 記述対象の部分にのみ関係する版表示（参照: #2.41.3.2.2 を見よ。） 

c) 版表示に関するその他の情報（参照: #2.41.3.2.3 を見よ。） 

d) 版表示の変化（参照: #2.41.3.2.4 を見よ。） 

#2.41.3.2 記録の方法 

版表示に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.3.2.1 資料外からの採用 

 次の場合は、版表示を資料外から採用した旨を記録する。 

a) 版表示を資料外の情報源から採用した場合（参照: #2.3.0.4 任意追加を見よ。） 

b) 版次であることが分かるように適切な語句を補って記録した場合（参照: #2.3.1.2.1

を見よ。） 

#2.41.3.2.2 記述対象の部分にのみ関係する版表示 

複数の巻号（付属資料を含む）から成る資料全体を記述対象とする場合に、記述対象の

一部分にのみ関係する版表示が、全体に関係する版表示と異なるときは、その版表示を記

録する。 

（参照: #2.3.0.4 を見よ。） 

#2.41.3.2.3 版表示に関するその他の情報 

 識別またはアクセスに重要な場合は、版表示のエレメントとして記録しなかった、版表

示に関するその他の詳細な情報を記録する。 

奥付の版表示 (誤植): 改訂第 31 版 

（版表示: 改訂第 32 版） 

Edition statement from cover. Title page erroneously states 2010 edition 

#2.41.3.2.4 版表示の変化 

版表示に変化が生じた場合は、次の規定に従って記録する。 

a) 複数巻単行資料、逐次刊行物（参照: #2.41.3.2.4.1 を見よ。） 

b) 更新資料（参照: #2.41.3.2.4.2 を見よ。） 

#2.41.3.2.4.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 

識別またはアクセスに重要な場合は、複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で

生じた、版表示の変化について記録する。 

（参照: #2.3.0.6 を見よ。） 

volume 2 の版表示: 特別日本版 

1999 から 2006 までの版表示: 日本語版 
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Volume 2 lacks edition statement 

#2.41.3.2.4.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

   版表示の変更あり 

Edition statement varies 

#2.41.3.2.4.2 更新資料 

識別またはアクセスに重要な場合は、更新資料の最新のイテレーションで表示されなか

った版表示や、以前のイテレーションで表示されていた版表示を記録する。 

#2.41.3.2.4.2 更新資料 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

   Replacement title pages carry successive edition statements, e.g., replacement 

title page received with Spring 2012 supplementation carries the statement 

"Fiftieth edition" 

#2.41.4 逐次刊行物の順序表示に関する注記 

 逐次刊行物の順序表示に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプで

ある。 

#2.41.4.1 記録の範囲 

逐次刊行物の順序表示に関する注記は、次の情報を提供する注記である。 

a) 逐次刊行物の順序表示の初号および（または）終号（参照: #2.41.4.2.1 を見よ。） 

b) 複雑または不規則な順序表示、誤表示（参照: #2.41.4.2.2 を見よ。） 

c) 対象期間（参照: #2.41.4.2.3 を見よ。） 

d) 西暦以外の暦による年月次（参照: #2.41.4.2.4 を見よ。） 

e) 複製の順序表示（参照: #2.41.4.2.5 を見よ。） 

f) 順序表示の変化を示す語句（参照: #2.41.4.2.6 を見よ。） 

g) 逐次刊行物の順序表示に関するその他の情報（参照: #2.41.4.2.7 を見よ。） 

#2.41.4.2 記録の方法 

 逐次刊行物の順序表示に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.4.2.1 逐次刊行物の順序表示の初号および（または）終号 

 逐次刊行物の順序表示の初号および（または）終号は、次の規定に従って記録する。 

a) 初号および（または）終号に巻次、年月次がない場合（参照: #2.41.4.2.1.1 を見

よ。） 

b) 初号および（または）終号を識別の基盤としていない場合（参照: #2.41.4.2.1.2 を

見よ。） 
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#2.41.4.2.1.1 初号および（または）終号に巻次、年月次がない場合 

 初号および（または）終号の巻次、年月次が資料に表示されていない場合に、その前後

の号の巻次、年月次に基づいて判断して順序表示を記録したときは、その初号および（ま

たは）終号以外を情報源とした旨を記録する。 

（参照: #2.4.1.2.1、#2.4.2.2.1、#2.4.3.2.1、#2.4.4.2.1 を見よ。） 

初号の巻次は第 2 号からの推定による 

#2.41.4.2.1.2 初号および（または）終号を識別の基盤としていない場合 

 初号および（または）終号を識別の基盤としていない場合は、次の規定に従って記録す

る。 

（識別の基盤に関する注記については、#2.41.12 を見よ。） 

a) 初号および（または）終号を入手していない場合などに、他の情報源で確認できた

巻次、年月次を逐次刊行物の順序表示のエレメントとして記録したときは、その初

号および（または）終号以外を情報源とした旨を記録する。 

（参照: #2.4.1.2.2、#2.4.2.2.2、#2.4.3.2.2、#2.4.4.2.2 を見よ。） 

終号の年次は出版カタログによる 

b) 初号および（または）終号を入手していない場合などに、他の情報源で確認できた

巻次、年月次を逐次刊行物の順序表示のエレメントとして記録しないときは、初号

および（または）終号の巻次、年月次を記録する。 

（参照: #2.4.1.2.2 別法、#2.4.2.2.2 別法、#2.4.3.2.2 別法、#2.4.4.2.2 別法を見

よ。） 

初号の巻次: 第 1 巻第 1号 

#2.41.4.2.2 複雑または不規則な順序表示、誤表示 

 順序表示が複雑または不規則であるが、順序表示の方式の変化とはみなせない場合に、

識別に重要なときは、その旨を記録する。 

（参照: #2.4.0.4 を見よ。） 

 また、逐次刊行物の順序表示に記録した情報だけでは識別が困難な場合や、誤表示があ

る場合は、その旨を記録する。 

巻次は毎年 Volume 1 から始まる 

29 号が創刊号 

巻次に乱れあり 

#2.41.4.2.3 対象期間 

逐次刊行物の刊行頻度が年 1 回以下で、かつ各巻号の対象期間が暦年または年度ではな

い場合は、対象期間について記録する。また、暦年または年度であっても、必要に応じて

対象期間について記録する。 

各巻の収録内容は 9 月～8 月 
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#2.41.4.2.4 西暦以外の暦による年月次 

 西暦以外の暦によって表示されている年月次に、西暦に置き換えたものを付加した場合

は、その旨を記録する。 

（参照: #2.4.0.4.2 を見よ。） 

西暦の表示は情報源になし 

#2.41.4.2.5 複製の順序表示 

 原資料の順序表示を、逐次刊行物の順序表示のエレメントとして記録した場合に、複製

自体の順序表示があるときは、それを記録する。 

（参照: #2.4.0.5 を見よ。） 

複製資料の順序表示: 1 巻-6 巻 

#2.41.4.2.6 順序表示の変化を示す語句 

 順序表示の方式に変化があり、情報源に表示されていない新しい方式であることを示す

語句を記録した場合は、その旨を記録する。 

（参照: #2.4.1.2.3 を見よ。） 

巻次の「第 2 期」は情報源に表示なし 

#2.41.4.2.7 逐次刊行物の順序表示に関するその他の情報 

 識別またはアクセスに重要な場合は、逐次刊行物の順序表示に関するその他の詳細な情

報を記録する。 

  巻次は表紙による 

    20 号限り廃刊 

#2.41.5 出版表示に関する注記 

 出版表示に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.41.5.1 記録の範囲 

出版表示に関する注記は、次の情報を提供する注記である。 

a) 資料外からの採用（参照: #2.41.5.2.1 を見よ。） 

b) 架空のまたは誤った出版表示（参照: #2.41.5.2.2 を見よ。） 

c) 複数巻単行資料、逐次刊行物における出版の開始日、終了日（参照: #2.41.5.2.3 を

見よ。） 

d) 和古書・漢籍の出版表示（参照: #2.41.5.2.4 を見よ。） 

e) 出版表示に関する詳細（参照: #2.41.5.2.5 を見よ。） 

f) 休刊（参照: #2.41.5.2.6 を見よ。） 

g) 出版表示の変化（参照: #2.41.5.2.7 を見よ。） 

#2.41.5.2 記録の方法 

出版表示に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.5.2.1 資料外からの採用 

 出版表示について、資料外から採用した旨を記録する。 
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（参照: #2.5.0.4 を見よ。） 

    出版日付は出版者のホームページによる 

#2.41.5.2.2 架空のまたは誤った出版表示 

資料に表示された架空のまたは誤った出版地、出版者の名称、出版日付を出版表示のエ

レメントとして記録した場合は、実際の情報を記録する。実際の情報が不明な場合は、架

空のまたは誤った表示である旨を記録する。 

（参照: #2.5.1.2.4、#2.5.3.2.5、#2.5.5.2.2 を見よ。） 

タイトル・ページ等の出版者は誤植, 正しい出版者: 機械振興協会経済研究所 

（出版者: 機械振興会経済研究所） 

Actually published by Moens 

（出版者: Impr. Vincent） 

資料に表示された出版地、出版者の名称、出版日付が架空であるか誤っていると判明

し、実際の情報を出版表示のエレメントとして記録した場合は、架空のまたは誤った出版

地、出版者の名称、出版日付を記録する。 

（参照: #2.5.1.2.4 別法、#2.5.3.2.5 別法、#2.5.5.2.2 別法を見よ。） 

タイトル・ページの出版日付 (誤植): 1936 

（出版日付: [1963]） 

#2.41.5.2.3 複数巻単行資料、逐次刊行物における出版の開始日、終了日 

資料の識別の基盤が、初巻、初号および（または）終巻、終号以外に基づく場合は、出

版の開始日および（または）終了日を記録する。 

Began in 2002 

  Began in 1985; ceased in 1999 

  Ceased publication in 2010 

#2.41.5.2.4 和古書・漢籍の出版表示 

和古書・漢籍については、出版表示のエレメントとして記録しなかった出版地、出版者

を記録する。 

（参照: #2.5.1.2A、#2.5.3.2A、#2.5.3.2.2A を見よ。） 

蔵版者、蔵版印等について記録する。 

  見返しに「青藜閣蔵版」とあり 

  刊記中「詩僊堂」に蔵版印あり 

  刊記中「須原屋茂兵衛」に版元印あり 

  見返しに魁星印あり 

 広告、蔵版目録や、発行印（出版者標章等をも含む）等を情報源とした場合は、情報源

を記録する。 

出版者は絵題簽標章による 

 出版表示の情報源である刊記等を記録する。 
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  刊記に「寛文三稔癸卯」「長尾平兵衛開坂」とあり 

 初刷ではなく、印行年が不明であるが、後刷であることが明らかな場合は、「後印本」

と記録する。 

 後修本、覆刻本については、その旨を記録する。 

出版年の干支による表記を記録する。 

（参照: #2.5.5.2A を見よ。） 

  甲辰序あり 

#2.41.5.2.5 出版表示に関する詳細 

識別またはアクセスに重要な場合は、出版表示のエレメントとして記録しなかった、出

版地、出版者、出版日付に関する詳細な情報を記録する。 

  出版日付は出版者の活動期間から推定 

#2.41.5.2.6 休刊 

複数巻単行資料、逐次刊行物、更新資料が、後日再開する予定で休刊した場合は、その

旨を記録する。 

出版が再開された場合は、休刊期間がわかる日付や巻号などを記録する。 

  休刊: 2012-2013 

Suspended with volume 20 

  No updates issued from 1981 to 1992 

#2.41.5.2.7 出版表示の変化 

出版地および（または）出版者の名称に変化が生じた場合は、次の規定に従って記録す

る。 

a) 複数巻単行資料、逐次刊行物（参照: #2.41.5.2.7.1 を見よ。） 

b) 更新資料（参照: #2.41.5.2.7.2 を見よ。） 

#2.41.5.2.7.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 

複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で、出版地が変化して、その変化が識別

またはアクセスに重要な場合は、それを記録する。出版地の変化が名称上のものであって

も、識別に重要な場合は、それを記録する。 

複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で、出版者の名称が変化したか、または

出版者が他の出版者に替わった場合に、それらの変化が識別またはアクセスに重要なとき

は、それを記録する。出版者の変化が表示上のものであっても、識別に重要な場合は、そ

れを記録する。 

（参照: #2.5.0.6.1 を見よ。） 

    出版者変遷: 自然科学研究機構岡崎統合事務センター (no. 15-no. 36) →自然科学

研究機構 (no. 37-) 

#2.41.5.2.7.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については
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記録しない。 

（参照: #2.5.0.6.1 任意省略を見よ。） 

  出版者の変更あり 

#2.41.5.2.7.2 更新資料 

識別またはアクセスに重要な場合は、更新資料の変化前の出版地および（または）出版

者の名称を記録する。 

（参照: #2.5.0.6.2 を見よ。） 

  2003 年 4 月までの出版者: 第一法規出版 

#2.41.5.2.7.2 更新資料 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

（参照: #2.5.0.6.2 任意省略を見よ。） 

  出版地の変更あり 

#2.41.6 頒布表示に関する注記 

 頒布表示に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.41.6.1 記録の範囲 

頒布表示に関する注記は、次の情報を提供する注記である。 

a) 資料外からの採用（参照: #2.41.6.2.1 を見よ。） 

b) 架空のまたは誤った頒布表示（参照: #2.41.6.2.2 を見よ。） 

c) 頒布表示に関する詳細（参照: #2.41.6.2.3 を見よ。） 

d) 頒布表示の変化（参照: #2.41.6.2.4 を見よ。） 

#2.41.6.2 記録の方法 

頒布表示に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.6.2.1 資料外からの採用 

 頒布表示について、資料外から採用した旨を記録する。 

（参照: #2.6.0.4 を見よ。） 

#2.41.6.2.2 架空のまたは誤った頒布表示 

 資料に表示された架空のまたは誤った頒布地、頒布者の名称、頒布日付を頒布表示のエ

レメントとして記録した場合は、実際の情報を記録する。実際の情報が不明な場合は、架

空のまたは誤った表示である旨を記録する。 

（参照: #2.6.1.2.4、#2.6.3.2.5、#2.6.5.2.2 を見よ。） 

 資料に表示された頒布地、頒布者の名称、頒布日付が架空であるか誤っていると判明

し、実際の情報を頒布表示のエレメントとして記録した場合は、架空のまたは誤った頒布

地、頒布者の名称、頒布日付を記録する。 

（参照: #2.6.1.2.4 別法、#2.6.3.2.5 別法、#2.6.5.2.2 別法を見よ。） 
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#2.41.6.2.3 頒布表示に関する詳細 

識別またはアクセスに重要な場合は、頒布表示のエレメントとして記録しなかった、頒

布地、頒布者、頒布日付に関する詳細な情報を記録する。 

  共同頒布者: 三省堂書店 

  頒布地、頒布者: 1 号-No.2 表示なし 

#2.41.6.2.4 頒布表示の変化 

頒布地および（または）頒布者の名称に変化が生じた場合は、次の規定に従って記録す

る。 

a) 複数巻単行資料、逐次刊行物（参照: #2.41.6.2.4.1 を見よ。） 

b) 更新資料（参照: #2.41.6.2.4.2 を見よ。） 

#2.41.6.2.4.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 

複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で、頒布地が変化して、その変化が識別

またはアクセスに重要な場合は、それを記録する。頒布地の変化が名称上のものであって

も、識別に重要な場合は、それを記録する。 

複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で、頒布者の名称が変化したか、または

頒布者が他の頒布者に替わった場合に、それらの変化が識別またはアクセスに重要なとき

は、それを記録する。頒布者の変化が表示上のものであっても、識別に重要な場合は、そ

れを記録する。 

（参照: #2.6.0.6.1 を見よ。） 

  29 巻 1 号から 30 巻 4 号までの頒布者: 防衛弘済会 

#2.41.6.2.4.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

（参照: #2.6.0.6.1 任意省略を見よ。） 

#2.41.6.2.4.2 更新資料 

識別またはアクセスに重要な場合は、更新資料の変化前の頒布地および（または）頒布

者の名称を記録する。 

（参照: #2.6.0.6.2 を見よ。） 

#2.41.6.2.4.2 更新資料 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

（参照: #2.6.0.6.2 任意省略を見よ。） 

#2.41.7 製作表示に関する注記 

 製作表示に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.41.7.1 記録の範囲 

製作表示に関する注記は、次の情報を提供する注記である。 
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a) 資料外からの採用（参照: #2.41.7.2.1 を見よ。） 

b) 架空のまたは誤った製作表示（参照: #2.41.7.2.2 を見よ。） 

c) 製作表示に関する詳細（参照: #2.41.7.2.3 を見よ。） 

d) 製作表示の変化（参照: #2.41.7.2.4 を見よ。） 

#2.41.7.2 記録の方法 

製作表示に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.7.2.1 資料外からの採用 

 製作表示について、資料外から採用した旨を記録する。 

（参照: #2.7.0.4 を見よ。） 

#2.41.7.2.2 架空のまたは誤った製作表示 

 資料に表示された架空のまたは誤った製作地、製作者の名称、製作日付を製作表示のエ

レメントとして記録した場合は、実際の情報を記録する。実際の情報が不明な場合は、架

空のまたは誤った表示である旨を記録する。 

（参照: #2.7.1.2.4、#2.7.3.2.5、#2.7.5.2.2 を見よ。） 

 資料に表示された製作地、製作者の名称、製作日付が架空であるか誤っていると判明

し、実際の情報を製作表示のエレメントとして記録した場合は、架空のまたは誤った製作

地、製作者の名称、製作日付を記録する。 

（参照: #2.7.1.2.4 別法、#2.7.3.2.5 別法、#2.7.5.2.2 別法を見よ。） 

#2.41.7.2.3 製作表示に関する詳細 

識別またはアクセスに重要な場合は、製作表示のエレメントとして記録しなかった、製

作地、製作者、製作日付に関する詳細な情報を記録する。 

#2.41.7.2.4 製作表示の変化 

製作地および（または）製作者の名称に変化が生じた場合は、次の規定に従って記録す

る。 

a) 複数巻単行資料、逐次刊行物（参照: #2.41.7.2.4.1 を見よ。） 

b) 更新資料（参照: #2.41.7.2.4.2 を見よ。） 

#2.41.7.2.4.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 

複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で、製作地が変化して、その変化が識別

またはアクセスに重要な場合は、それを記録する。製作地の変化が名称上のものであって

も、識別に重要な場合は、それを記録する。 

複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で、製作者の名称が変化したか、または

製作者が他の製作者に替わった場合に、それらの変化が識別またはアクセスに重要なとき

は、それを記録する。製作者の変化が表示上のものであっても、識別に重要な場合は、そ

れを記録する。 

（参照: #2.7.0.6.1 を見よ。） 
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#2.41.7.2.4.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

（参照: #2.7.0.6.1 任意省略を見よ。） 

#2.41.7.2.4.2 更新資料 

識別またはアクセスに重要な場合は、更新資料の変化前の製作地および（または）製作

者の名称を記録する。 

（参照: #2.7.0.6.2 を見よ。） 

#2.41.7.2.4.2 更新資料 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

（参照: #2.7.0.6.2 任意省略を見よ。） 

#2.41.8 非刊行物の制作表示に関する注記 

 非刊行物の制作表示に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプであ

る。 

#2.41.8.1 記録の範囲 

非刊行物の制作表示に関する注記は、次の情報を提供する注記である。 

a) 資料外からの採用（参照: #2.41.8.2.1 を見よ。） 

b) 架空のまたは誤った制作表示（参照: #2.41.8.2.2 を見よ。） 

c) 和古書・漢籍の制作表示（参照: #2.41.8.2.3 を見よ。） 

d) 非刊行物の制作表示に関する詳細（参照: #2.41.8.2.4 を見よ。） 

e) 制作表示の変化（参照: #2.41.8.2.5 を見よ。） 

#2.41.8.2 記録の方法 

非刊行物の制作表示に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.8.2.1 資料外からの採用 

 非刊行物の制作表示について、資料外から採用した旨を記録する。 

（参照: #2.8.0.4 を見よ。） 

#2.41.8.2.2 架空のまたは誤った制作表示 

 資料に表示された架空のまたは誤った制作地、制作者の名称、制作日付を制作表示のエ

レメントとして記録した場合は、実際の情報を記録する。実際の情報が不明な場合は、架

空のまたは誤った表示である旨を記録する。 

（参照: #2.8.1.2.4、#2.8.3.2.5、#2.8.5.2.2 を見よ。） 

 資料に表示された制作地、制作者の名称、制作日付が架空であるか誤っていると判明

し、実際の情報を制作表示のエレメントとして記録した場合は、架空のまたは誤った制作

地、制作者の名称、制作日付を記録する。 

（参照: #2.8.1.2.4 別法、#2.8.3.2.5 別法、#2.8.5.2.2 別法を見よ。） 
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#2.41.8.2.3 和古書・漢籍の制作表示 

和古書・漢籍の制作に関する場所について、制作地として記録しなかった場合は、それ

を記録する。 

（参照: #2.8.1.2A 別法を見よ。） 

制作年の干支による表記を記録する。 

（参照: #2.8.5.2A を見よ。） 

#2.41.8.2.4 非刊行物の制作表示に関する詳細 

識別またはアクセスに重要な場合は、非刊行物の制作表示のエレメントとして記録しな

かった、制作地、制作者、制作日付に関する詳細な情報を記録する。 

#2.41.8.2.5 制作表示の変化 

制作地および（または）制作者の名称に変化が生じた場合は、次の規定に従って記録す

る。 

a) 複数巻単行資料、逐次刊行物（参照: #2.41.8.2.5.1 を見よ。） 

b) 更新資料（参照: #2.41.8.2.5.2を見よ。） 

#2.41.8.2.5.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 

複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で、制作地が変化して、その変化が識別

またはアクセスに重要な場合は、それを記録する。制作地の変化が名称上のものであって

も、識別に重要な場合は、それを記録する。 

複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で、制作者の名称が変化したか、または

制作者が他の制作者に替わった場合に、それらの変化が識別またはアクセスに重要なとき

は、それを記録する。制作者の変化が表示上のものであっても、識別に重要な場合は、そ

れを記録する。 

（参照: #2.8.0.6.1 を見よ。） 

#2.41.8.2.5.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

（参照: #2.8.0.6.1 任意省略を見よ。） 

#2.41.8.2.5.2 更新資料 

識別またはアクセスに重要な場合は、更新資料の変化前の制作地および（または）制作

者の名称を記録する。 

（参照: #2.8.0.6.2 を見よ。） 

#2.41.8.2.5.2 更新資料 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

（参照: #2.8.0.6.2 任意省略を見よ。） 
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#2.41.9 著作権日付に関する注記 

 著作権日付に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.41.9.1 記録の範囲 

著作権日付に関する注記は、著作権日付として記録しなかった、著作権日付に関する情

報を提供する注記である。 

#2.41.9.2 記録の方法 

著作権日付に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.9.2.1 著作権日付に関する詳細 

著作権日付のエレメントとして記録しなかった、著作権日付に関する詳細な情報を記録

する。 

（参照: #2.9.2 任意追加を見よ。） 

  英語版: ©2005 

  （著作権の日付は copyright ©2005.と図書に表示） 

#2.41.10 シリーズ表示に関する注記 

 シリーズ表示に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.41.10.1 記録の範囲 

シリーズ表示に関する注記は、次の情報を提供する注記である。 

a) 部分によってシリーズ表示が異なり複雑な場合（参照: #2.41.10.2.1 を見よ。） 

b) シリーズ表示に関するその他の情報（参照: #2.41.10.2.2 を見よ。） 

c) シリーズ表示の変化（参照: #2.41.10.2.3 を見よ。） 

#2.41.10.2 記録の方法 

シリーズ表示に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.10.2.1 部分によってシリーズ表示が異なり複雑な場合 

包括的記述において、記述対象の個々の部分が異なるシリーズに属し、かつその複数の

シリーズの関係が複雑なためにシリーズ表示のエレメントとして的確に記録できない場合

は、シリーズに関する具体的な情報を記録する。 

（参照: #2.10.0.4.2 を見よ。） 

第 1 巻から第 3 巻まで: シリーズ A, 第 4 巻はシリーズ表示なし, 第 5 巻から 7

巻まで: シリーズ B, 第 8 巻: シリーズ A, シリーズ B 

#2.41.10.2.2 シリーズ表示に関するその他の情報 

識別またはアクセスに重要な場合は、シリーズ表示に関するその他の詳細な情報を記録

する。 

シリーズの本タイトルはブックジャケットによる 

シリーズの並列タイトルはネパール語からの翻訳 

奥付のシリーズの本タイトル (誤植): 早稲田大学現代中国研究叢書 
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#2.41.10.2.3 シリーズ表示の変化 

シリーズ表示に変化が生じた場合は、次の規定に従って記録する。 

a) 複数巻単行資料、逐次刊行物（参照: #2.41.10.2.3.1 を見よ。） 

b) 更新資料（参照: #2.41.10.2.3.2 を見よ。） 

#2.41.10.2.3.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 

複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で、シリーズ表示の変化または追加が生

じた場合に、それをシリーズ表示のエレメントとして的確に記録できず、かつ識別または

アクセスに重要なときは、変化または追加の旨を記録する。削除が生じ、かつ識別または

アクセスに重要な場合は、削除の旨を記録する。 

（参照: #2.10.0.6 を見よ。） 

シリーズの本タイトルの変更: 労政時報選書. 賃金資料シリーズ. 4 (-2013 年版 

(2013))→賃金資料シリーズ. 4 (2014 年版 (2014)-) 

#2.41.10.2.3.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

#2.41.10.2.3.2 更新資料 

識別またはアクセスに重要な場合は、更新資料の後続のイテレーションで削除が生じ

た、シリーズ表示を記録する。 

（参照: #2.10.0.6 を見よ。） 

    1974-2000 年までのシリーズ表示: 基本行政通達 

  （シリーズ表示: 基本行政通知処理基準） 

 シリーズ表示が後続のイテレーションに追加された場合は、そのイテレーションが出版

された日付を記録する。 

    シリーズ表示の開始年: 2003 

  （2000 年にシリーズ表示なしに出版開始） 

#2.41.10.2.3.2 更新資料 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

#2.41.11 刊行頻度に関する注記 

 刊行頻度に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.41.11.1 記録の範囲 

刊行頻度に関する注記は、次の情報を提供する注記である。 

a) 刊行頻度の詳細（参照: #2.41.11.2.1 を見よ。） 

b) 刊行頻度の変化（参照: #2.41.11.2.2 を見よ。） 

#2.41.11.2 記録の方法 

刊行頻度に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 
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#2.41.11.2.1 刊行頻度の詳細 

次の事項について、表 2.13.3 に適切な用語がない場合は、刊行頻度の詳細な情報を記録

する。 

a) 逐次刊行物の巻号の刊行の間隔 

b) 更新資料の更新の間隔 

c) 内容の最新の更新状況 

月刊 (8-9 月は刊行せず) 

年 9 回刊 

偶数月ごとに更新 (12 月を除く) 

Monthly (except June and July) 

Monthly, with annual supplements 

Updated every 4 weeks 

#2.41.11.2.2 刊行頻度の変化 

刊行頻度の変化については、頻度とその頻度で刊行または更新された期間を、年代順に

記録する。 

（参照: #2.13.4 を見よ。） 

1 巻 1 号から 13 巻 10 号までは月刊 

227 号から 281 号までは隔週刊, 282 号から 300 号までは月刊 

月刊, 379 号 (1979.11)-562 号 (1995.3)→隔月刊, 563 号 (1995.5)- 

隔月刊, 1969-1985; 月刊, 1986- 

Quarterly, 1948-1952; bimonthly, 1953-1973; quarterly, 1974- 

#2.41.11.2.2 刊行頻度の変化 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については

記録しない。 

（参照: #2.13.4 を見よ。） 

  刊行頻度の変更あり 

Frequency varies 

#2.41.12 識別の基盤に関する注記 

 識別の基盤に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.41.12.1 記録の範囲 

識別の基盤に関する注記は、体現形の識別に使用した次の情報を提供する注記である。 

a) 複数巻単行資料、逐次刊行物の部分（参照: #2.41.12.2.1 を見よ。） 

b) 更新資料のイテレーション（参照: #2.41.12.2.2 を見よ。） 

オンライン資料については、記述のためにその資料が見られた日付を含めることができ

る。 

（参照: #2.41.12.2.3 を見よ。） 
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#2.41.12.2 記録の方法 

識別の基盤に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.12.2.1 複数巻単行資料、逐次刊行物の部分 

複数巻単行資料または逐次刊行物について、最初の巻号を識別の基盤としなかった場合

は、識別の基盤とした部分について記録する。 

（参照: #1.6.1a）、#1.6.1b）を見よ。） 

次の資料に該当する場合は、それぞれの規定も適用する。 

a) 複数巻単行資料（参照: #2.41.12.2.1.1 を見よ。） 

b) 順序表示のある逐次刊行物（参照: #2.41.12.2.1.2 を見よ。） 

c) 順序表示のない逐次刊行物（参照: #2.41.12.2.1.3 を見よ。） 

識別の基盤は 15 巻 3号による 

  識別の基盤は 12660 号 (平成 27 年 7 月 22 日) による 

   Description based on 2005 

  Latest issue consulted: 2008 

#2.41.12.2.1.1 複数巻単行資料 

識別の基盤とした複数巻単行資料の部分の巻号またはその出版等の日付を記録する。 

複数の部分を参照した場合は、参照した最新の部分を、識別の基盤とした部分に関する

注記とは別に記録する。 

#2.41.12.2.1.2 順序表示のある逐次刊行物 

複数の巻号を参照した場合は、参照した最新の巻号を、識別の基盤とした巻号に関する

注記とは別に記録する。 

   識別の基盤は 5 号による 

   参照した最新の号: 10 号 

ただし、逐次刊行物の順序表示のエレメントとして記録した初号および（または）終号

の部分については、記録しない。 

（参照: #2.4 を見よ。） 

参照した最新の号: 8 巻 12 号 (1988.12) 

    （識別の基盤: 1 巻 1 号） 

#2.41.12.2.1.3 順序表示のない逐次刊行物 

参照した最も古い部分とその出版等の日付を記録する。 

複数の部分を参照した場合は、参照した最新の部分とその日付を、識別の基盤とした部

分に関する注記とは別に記録する。 

  参照した最新の巻: スコットランドの民話, 1989 

#2.41.12.2.2 更新資料のイテレーション 

更新資料について、参照した最新のイテレーションを記録する。 

（参照: #1.6.2 を見よ。） 
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  参照した最新のイテレーション: 2010 年 4 月の更新版 

#2.41.12.2.3 オンライン資料へのアクセス日付 

オンライン資料については、最新のアクセス日付を記録する。 

  最終アクセス: 2015 年 6 月 10 日 

  閲覧日: 2014 年 11月 5 日 

#2.41.13 体現形の識別子に関する注記 

 体現形の識別子に関する注記は、体現形に関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.41.13.1 記録の範囲 

体現形の識別子に関する注記は、体現形の識別子として記録しなかった、体現形の識別

子に関する情報を提供する注記である。 

#2.41.13.2 記録の方法 

体現形の識別子に関する注記は、#2.41.0.3、#2.41.0.3.1 に従って記録する。 

#2.41.13.2.1 体現形の識別子に関する詳細 

識別またはアクセスに必要な場合は、体現形の識別子として記録しなかった、体現形の

識別子に関する詳細な情報を記録する。 

（参照: #2.34.0.4 を見よ。） 

ISBN はケースによる 

ISSN は出版者の Web サイトによる (2015.9.20 参照) 

#2.42 キャリアに関する注記 

 キャリアに関する注記は、エレメントである。 

#2.42.0 通則 

#2.42.0.1 記録の範囲 

キャリアに関する注記は、#2.14～#2.33 のキャリアに関する情報に記録しなかった、体

現形のキャリアの識別または選択に必要な情報を提供する注記である。 

（参照: 個別資料のキャリアに関する注記は、#3.7 を見よ。） 

#2.42.0.1.1 エレメント・サブタイプ 

 キャリアに関する注記には、次のエレメント・サブタイプがある。 

a) 数量に関する注記（参照: #2.42.1 を見よ。） 

b) 大きさに関する注記（参照: #2.42.2 を見よ。） 

c) キャリアに関するその他の情報の変化に関する注記（参照: #2.42.3 を見よ。） 

#2.42.0.2 情報源 

キャリアに関する注記は、資料自体に基づいて記録する。さらに必要がある場合は、資

料外のどの情報源に基づいて記録してもよい。 

#2.42.0.3 記録の方法 

 キャリアに関する注記について、引用もしくは参照する場合、または注記の内容が記述対

象の一部にのみ該当する場合は、#1.13 に従って記録する。 
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#2.42.0.3.1 装丁に関する注記 

 装丁について、必要な場合は記録する。 

  箱入 

  帙入 

  ホルダー入 

#2.42.0.3.2 和古書・漢籍に関する注記 

袋綴じの様式について、必要な場合は記録する。 

三つ目綴じ 

康煕綴じ 

亀甲綴じ 

帙、箱等について、必要な場合は記録する。 

箱入 

色刷絵入書袋あり 

匡郭、界線、行数、字数、版心について、必要な場合は記録する。 

二段本 

四周単辺有界 8 行 18 字、双魚尾 

四周双辺有界黒口花魚尾 

料紙、表紙について、必要な場合は記録する。 

色変り料紙 

表紙は原装 

#2.42.1 数量に関する注記 

数量に関する注記は、キャリアに関する注記のエレメント・サブタイプである。 

#2.42.1.1 記録の範囲 

数量に関する注記は、次の情報を提供する注記である。 

a) 多種類のキャリアから成る資料の数量の詳細（参照: #2.42.1.2.1 を見よ。） 

b) 刊行中止の資料（参照: #2.42.1.2.2 を見よ。） 

c) 全体のページ付（参照: #2.42.1.2.3 を見よ。） 

d) 重複したページ付（参照: #2.42.1.2.4 を見よ。） 

e) 冊数と異なる書誌的巻数（参照: #2.42.1.2.5 を見よ。） 

f) 和古書・漢籍の数量の詳細（参照: #2.42.1.2.6 を見よ。） 

g) 初期印刷資料（和古書・漢籍を除く）の数量の詳細（参照: #2.42.1.2.7 を見よ。） 

h) 単一のキャリアに収められた複数の楽譜の数量の詳細（参照: #2.42.1.2.8 を見

よ。） 

i) 数量のその他の詳細（参照: #2.42.1.2.9 を見よ。） 
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#2.42.1.2 記録の方法 

#2.42.1.2.1 多種類のキャリアから成る資料の数量の詳細 

多種類のキャリアから成り、「各種資料」、「various pieces」等の語を用いて数量を包括

的に記録した場合に、識別または選択に重要なときは、数量の詳細をキャリア別に記録す

る。 

（参照: #2.17.0.2.3、#2.17.5.1 を見よ。） 

シート 20 枚, コップ 1 個, プレート 2 枚, フォーク 1 本, スプーン 1 本 

（数量: 各種資料 25 個） 

機関車 1 両, 客車 6 両, 貨車 3 両, レール 50 本 

（数量: 模型機関車キット 1 組 (各種構成物あり)） 

絵はがき 16 枚, トランプ 1 組, カード 16 枚, 冊子 31 p 

（数量: ゲーム 1 組（各種構成物あり）） 

#2.42.1.2.2 刊行中止の資料 

複数のユニットから成る予定の資料がまだすべて刊行されていない場合に、今後刊行さ

れないことが明らかとなり、刊行済のユニット数を数量として記録したときは、これ以上

刊行されない旨を記録する。 

（参照: #2.17.0.2.4、#2.17.0.2.4 別法、#2.17.1.2.2、#2.17.1.2.2 別法を見よ。） 

   刊行中止 

   No more volumes published 

#2.42.1.2.3 全体のページ付 

全体の一部が記述対象である場合に、その部分自体のページ付に加えて全体のページ付

もあるときは、必要に応じて、全体のページ付を記録する。 

（参照: #2.17.1.1.8 を見よ。） 

   p 131-248 のページ付もあり 

   （数量: 118 p） 

   （1-118 のページ付と、131-248 という全体の中のページ付がある。） 

#2.42.1.2.4 重複したページ付 

複数言語のテキスト等でページ付が重複している場合は、その旨を記録する。 

（参照: #2.17.1.1.12 を見よ。） 

   左右同一ページ付 

   （数量: 60, 60 p） 

#2.42.1.2.5 冊数と異なる書誌的巻数 

書誌的巻数が冊数と異なる場合は、その旨を記録する。 

   2 bibliographic volumes in 1 physical volume 

ただし、次の場合は記録しない。 

a) 和古書・漢籍（参照: #2.1.1.2.12 を見よ。） 
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b) 刊行が完結した逐次刊行物について、数量として書誌的巻数を記録した場合（参照: 

#2.17.1.2A別法を見よ。） 

#2.42.1.2.6 和古書・漢籍の数量の詳細 

和古書・漢籍については、合冊または分冊されて原装の冊数が変化している場合など

は、必要に応じて原装のキャリアについて記録する。 

（参照: #2.17.0.2Aを見よ。） 

原装 3 冊 

（数量: 2 冊） 

丁数について、必要な場合は、記録する。 

#2.42.1.2.7 初期印刷資料（和古書・漢籍を除く）の数量の詳細 

初期印刷資料のページ付に関する詳細な情報が、識別または選択に重要な場合に、テキ

ストの数量として簡略に記録できないときは、その詳細を記録する。 

（参照: #2.17.1.1.1A、#2.17.1.1.4Aを見よ。） 

識別または選択に重要な場合は、面のページ付などのシートの詳細なレイアウトを記録

する。 

（参照: #2.17.1.4Aを見よ。） 

Signatures: A-C8, 2A-C8 a8b10 

#2.42.1.2.8 単一のキャリアに収められた複数の楽譜の数量の詳細 

単一のキャリアに複数の形式の楽譜が収められている場合は、必要に応じてその旨を記

録する。 

（参照: #2.17.2.1 を見よ。） 

パート譜 4 部を 1冊に収録 

スコア 1 部とパート譜 1 部を 1 冊に収録 (パート譜は p 6-8) 

（数量: スコア 1 部, パート 1 部 (8 p)） 

#2.42.1.2.9 数量のその他の詳細 

識別または選択に重要な場合は、数量として記録しなかったその他の詳細な情報を記録

する。 

251-269 ページは存在していない 

89-93 ページが重複して現れる 

片面印刷 

（ページ数は両面分カウントされているが、片面印刷の資料） 

図版は両面印刷 

（図版が丁付けされた紙葉の両面に印刷され、数量として丁数のみを記録した場

合） 

#2.42.2 大きさに関する注記 

 大きさに関する注記は、キャリアに関する注記のエレメント・サブタイプである。 
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#2.42.2.1 記録の範囲 

大きさに関する注記は、次の情報を提供する注記である。 

a) テキスト・ブロックの大きさ（参照: #2.42.2.2.1 を見よ。） 

b) テープまたはフィルムの長さ（参照: #2.42.2.2.2 を見よ。） 

c) 外形の寸法（参照: #2.42.2.2.3 を見よ。） 

d) 大きさのその他の詳細（参照: #2.42.2.2.4 を見よ。） 

e) 大きさの変化（参照: #2.42.2.2.5 を見よ。） 

#2.42.2.2 記録の方法 

#2.42.2.2.1 テキスト・ブロックの大きさ 

テキスト・ブロックの大きさが異なるものを合冊している場合に、識別または選択に重

要なときは、テキスト・ブロックの大きさについて記録する。 

（参照: #2.18.0.2.1Aを見よ。） 

   テキスト・ブロックは 20-26 cm 

   Text block height varies, 13 cm to 26 cm 

#2.42.2.2.2 テープまたはフィルムの長さ 

記述対象が、ビデオカセット、フィルム・カセット、ビデオ・カートリッジ、フィル

ム・カートリッジ、フィルムストリップ・カートリッジ、フィルム・リール、ビデオテー

プ・リール、ロールのいずれかの場合に、識別または選択に重要なときは、テープまたは

フィルムの長さを記録する。 

（参照: #2.18.0.2.1G、#2.18.0.2.1G別法、#2.18.0.2.1H、#2.18.0.2.1H 別法、

#2.18.0.2.1J、#2.18.0.2.1K を見よ。） 

   テープの長さは 247 m 

#2.42.2.2.3 外形の寸法 

ディスクの形状が標準でない場合（例えば、ディスクが円形でない）は、外形の寸法を

記録する。 

（参照: #2.18.0.2.1I を見よ。） 

   ディスクの盤面は正方形, 20 × 20 cm 

トランスペアレンシーについて、識別または選択に重要な場合は、フレームまたは台紙

を含めた大きさを記録する。 

（参照: #2.18.0.2.1M を見よ。） 

   台紙を含めた大きさは 25 × 32 cm 

#2.42.2.2.4 大きさのその他の詳細 

識別または選択に重要な場合は、大きさとして記録しなかったその他の詳細な情報を記

録する。 

直径 26cmの円形本 
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#2.42.2.2.5 大きさの変化 

識別または選択に重要な場合は、大きさの変化について、次の規定に従って記録する。 

a) 複数巻単行資料、逐次刊行物（参照: #2.42.2.2.5.1 を見よ。） 

b) 更新資料（参照: #2.42.2.2.5.2 を見よ。） 

#2.42.2.2.5.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 

識別または選択に重要な場合は、複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で生じ

た、大きさの変化について記録する。 

（参照: #2.18.0.2.5 を見よ。） 

    大きさの変化: 26 cm (-49 巻 12 号 (2002.12))→30 cm (50 巻 1 号 (2003.1)-) 

#2.42.2.2.5.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については記

録しない。 

（参照: #2.18.0.2.5 を見よ。） 

    大きさは 20-26 cm の範囲で号ごとに異なる 

    大きさの変更あり 

    Size varies 

#2.42.2.2.5.2 更新資料 

識別または選択に重要な場合は、更新資料の変化前の大きさについて記録する。 

（参照: #2.18.0.2.5 を見よ。） 

    変化前の大きさ: 28 cm 

#2.42.2.2.5.2 更新資料 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については記

録しない。 

（参照: #2.18.0.2.5 を見よ。） 

#2.42.3 キャリアに関するその他の情報の変化に関する注記 

 キャリアに関するその他の情報の変化に関する注記は、キャリアに関する注記のエレメ

ント・サブタイプである。 

#2.42.3.1 記録の範囲 

キャリアに関するその他の情報の変化に関する注記は、#2.16 および#2.19～#2.33 に規

定するエレメントの、刊行途中の変化に関する情報を提供する注記である。 

#2.42.3.2 記録の方法 

キャリアに関するその他の情報の変化に関する注記は、次の規定に従って記録する。 

a) 複数巻単行資料、逐次刊行物（参照: #2.42.3.2.1 を見よ。） 

b) 更新資料（参照: #2.42.3.2.2 を見よ。） 

#2.42.3.2.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 

識別または選択に重要な場合は、複数巻単行資料または逐次刊行物の途中の巻号で生じ
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た、#2.16 および#2.19～#2.33 に規定するエレメントの変化について記録する。 

（参照: #2.14.0.6 を見よ。） 

#2.42.3.2.1 複数巻単行資料、逐次刊行物 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、その旨を簡略に記録し、個々の変化については記録しな

い。 

（参照: #2.14.0.6 を見よ。） 

#2.42.3.2.2 更新資料 

識別または選択に重要な場合は、更新資料の変化前の#2.16 および#2.19～#2.33 に規定

するエレメントの情報について記録する。 

（参照: #2.14.0.6 を見よ。） 

#2.42.3.2.2 更新資料 任意省略 

変化が頻繁に生じている場合は、変化のある旨を簡略に記録し、個々の変化については記

録しない。 

（参照: #2.14.0.6 を見よ。） 
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